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Criteo InApp Retargetingの導入から1カ月で
コンバージョン率が飛躍的に向上

※2016年1月計測

160％UP
確実な顧客の取り込みでCPAが削減。
広告の費用対効果の最大化が可能に

※2016年1月計測

15％削減
一番新しい取組みであるアプリの領域に関して、Criteo のアプリ広告出稿前は、“CPI は安いが、CVR
が低い” 媒体に対し、CPAを改善させるための打ち手がない状態でした。このような媒体に対し、
Criteo のアプリソリューションを活用することで、広告経由でのアプリインストール後のユーザへのリテ
ンションを行い、CPA 改善を実現することができました。また、ブランディングの観点からも、今後は同
じ CPA ならアプリからコンバージョンを獲得したいと考えていますので、スマホアプリの戦略活用を進め
ていく上でも、Criteo は非常に有効なソリューションです（中村氏）。

圧倒的に高いCPA効率を維持し、コンバージョン数の
最大化を実現できるCriteoのパフォーマンスの高さ
は、ウェブのディスプレイ広告プロダクトはもちろん、
アプリプロダクトにおいても実感しています

CPAの最適化、コンバージョンの向上に

向けて、国内最大級の中古車情報媒体

「カーセンサー」が推進するアプリ広告

戦略

- 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ
  ネットビジネス本部 プロダクトマーケティング部
  コミュニケーションデザイングループ 兼 コンテンツグループ
  グループマネジャー
  中村与希 氏
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株式会社リクルートマーケティングパートナーズが展開する事業の中でも、国内最大級の中古車情報媒体として30
年を超える歴史を持つ「カーセンサー」。Webマーケティングのマネジャーを務める中村与希氏は、「初めてCriteo
のプロダクトを導入した2012年当時は、従来の紙媒体からネットへのシフトが急速に進む中で、カーセンサーとし
てもいかにしてCPAを最適化し、コンバージョンを高めていくかが大きな課題でしたが、既存のディスプレイ広告
などに予算を投じても伸びが期待できず、手詰まりの状態が続いていました」と語ります。

そんなとき、それまでの単純なリターゲティング広告ではなく、サイトを離脱したユーザがどのような物件を閲覧し
たかという情報を付加したうえで、リターゲティングを行うことができるダイナミックリターゲティング広告に興味
を持ち、実施を検討。初回に、当時の他のメニューの金額規模と比べると多い予算を投入してみたところ、わずか3
日間ですべて消化。しかも、予想以上のコンバージョンを獲得することができ、そのパフォーマンスに中村氏は驚い
たといいます。

「提案時にCriteoから示された成果例はあまりに効果が良すぎている気がしていましたが、このトライアルを通じ
て十分な効果が期待できると確信して、継続的に活用していくことを正式に決めました」
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実際、Criteo InApp Retargeting を活用した施策を実施したところ、わずか 1 カ月で、アプリ広告全体のコ
ンバージョン率は前月比 160％に増加、CPA も従来比 85％まで削減することができました。またブランドの観
点においても、ユーザが通常のスマホのブラウザで検索結果から流入し CV することよりも、カーセンサーの
アプリをインストールしてもらい CV していただいたほうが、ユーザのスマホ端末という日常的に目にとまる場
所に、常にアイコンとして置いていただけ、継続的に接点をもつことができるため、望ましいとのことです。

「このため、同じ CPAならアプリからコンバージョンを獲得したいと考えているため、スマホアプリの戦略活用を
進めていく上でも、Criteoは有効だと思います」（中村氏）
モバイル時代の新たなマーケティング戦略を推し進める同社のチャレンジを、これからも Criteo は支え続けて
いきます。

お問い合わせ
〒150-6018 東京都渋谷区恵比寿4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー26階

詳細については、criteo.com/jp をご覧ください。03-6450-3350 salesjp@criteo.com

同社におけるCriteoの活用が新たなステップを迎えたのは、2015年12月
のCriteo InApp Retargetingの導入でした。ここ数年のスマートフォンの
急速な普及により、カーセンサーではすでにスマートフォンからのアクセス
がPCを上回っていました。アプリ広告のプロモーションの規模も大きく
なる中、Criteo InApp Retargetingの活用を検討。

「アプリに関する広告では、従来は、アプリのインストール単価（許容CPA
から逆算される許容CPI）を基準に運用するしかありませんでした。この
ため、“CPIは安いが、CVRが低い”媒体に対して、出稿量を増やせない構
造となっていました。しかし、Criteoのソリューションを活用することで、
“CPIは安いが、CVRが低い”媒体経由でアプリをインストールしたユー
ザに、Criteoアプリ広告でリテンションをすることによりCVRを高め、結
果的にCPA改善を実現することができます」（中村氏）


